
（1）

辺野古新基地も
戦争関連法も
オスプレイ配備も

日
退
教
は
、「
普
天
間
基
地
撤
去
、
辺

野
古
に
新
基
地
を
作
ら
せ
な
い
」
と
い
う

方
針
を
掲
げ
、
5
年
連
続
し
て
沖
縄
交
流

団
を
派
遣
し
、
沖
縄
県
・
高
退
教
の
仲
間

の
み
な
さ
ん
と
交
流
し
、
学
習
を
深
め
運

動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
沖
縄
県
民
の
意
思
を
無
視
し

て
、
安
倍
内
閣
は
「
辺
野
古
移
設
こ
そ
唯

一
の
解
決
策
」
を
繰
り
返
し
、
埋
め
立
て

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
今
こ
そ
、
沖
縄
の
仲
間
だ

け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
辺
野
古
新
基

地
建
設
反
対
行
動
に
立
ち
あ
が
り
ま
し
ょ

う
！5

月
17
日
の
県
民
大
会
に
は
、
10
数
名

の
仲
間
も
各
地
か
ら
参
加
を
し
ま
し
た
。

第
1
次
安
倍
内
閣
が
崩
壊
し
た
後
、
民
主
党

政
権
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
3
年
で
再
び
安
倍

政
権
が
復
活
し
、
狂
っ
た
よ
う
に
戦
後
レ
ジ
ウ

ム
か
ら
の
脱
却
を
進
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

肝
心
の
米
国
依
存
は
脱
却
せ
ず
、
ま
す
ま
す
軍

事
同
盟
を
強
化
し
て
、
明
ら
か
に
矛
盾
を
し
た

政
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
安
倍
内
閣
の
異

常
性
が
現
れ
て
い
ま
す
。
折
し
も
横
田
基
地
に

オ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
と
発
表
し
た
直
後
、

ハ
ワ
イ
で
墜
落
し
死
者
ま
で
出
る
欠
陥
オ
ス
プ

レ
イ
な
の
に
、
菅
官
房
長
官
は
〝
安
全
で
あ
る

と
思
う
〟
な
ど
と
普
通
の
人
で
は
考
え
ら
れ
な

い
発
言
を
し
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
全
国
各
地

で
反
対
運
動
を
進
め
ま
す
。
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沖縄の新聞より号外　5月17日

戦争法案反対の国会前行動

どれも撤回!!　
これが唯一の解決策だ！

キャンプシュワブゲート前の座り込みに参加し、
� 辺野古新基地建設を阻止しよう!!�

	5月	17日	（日）	沖縄県庁前6：30集合
	 	 		 午後からは県民大会に参加
	6月	22日	（月）	県庁前8：45集合
	7月	 6日	（月）	県庁前8：45集合
	 	 		 都高教退職者会の行動に合流
	8月	31日	（月）	県庁前8：45集合
	9月	28日	（月）	県庁前8：45集合
	10月	26日	（月）	県庁前8：45集合

　個人でも、単会の数人でも都合のよい日に参加
できます。
　申し込みは、各単会または日退教事務局へ。
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東
電
福
島
原
発
事
故
か

ら
、
早
4
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
政
府
は
原
子
力
規

制
委
員
会
の
委
員
を
推
進

派
に
入
れ
替
え
、
再
稼
働

に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
将
来
い

つ
原
発
事
故
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
不
安
を
抱
え

て
生
き
て
い
く
よ
り
、
再

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

も
と
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
も
、
今
後

と
も
脱
原
発
を
め
ざ
し
て

運
動
を
進
め
ま
す
。
3
月

8
日
に
は
、
日
比
谷
野
音

会
場
で
脱
原
発
集
会
が
、

15
日
に
は
福
島
で
、
そ
し

て
3
月
28
日
に
は
、
鹿
児

島
で
川
内
原
発
再
稼
働
反

対
集
会
・
デ
モ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
集
会
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
各
単
会
の
会
員
が

参
加
し
て
、
脱
原
発
、
再

稼
働
反
対
を
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。

日比谷野音での集会福島集会

NO NUKE さ
よ
な
ら
、原
発
!!

― 
こ
の
道
し
か
な
い 

―

藤本泰成
1000人委員会
事務局長

鹿児島から福島から 福井から 一斉に原発NO！（日比谷）

鹿児島集会

退教協の旗もかかげて

「みんなの放射能入門」
600円＋税アドバンテージ
サーバーへ申込み
TEL	 03-5210-9171
FAX	 03-5210-9173

28のQ＆Aになっていてカ
ラー、図入り。
毎日１つずつ話してあげる
と、小学校高学年以上の子
どもや孫も1か月でわかる。

更に詳しく学ぶには、
「子どもたちに残そう　核のない地球」
―私たちは　もう騙されない―　500円　日退教に申し込む。

学習資料の紹介
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第
86
回
メ
ー
デ
ー　

好
天
の
も
と
で
開
催
！

今
年
も
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
者
連
合
は
、
今
年
か
ら
テ
ン
ト
を
設
け
た
の
で
、

日
退
教
も
テ
ン
ト
近
く
に
集
結
し
ま
し
た
。
連
合

古
賀
会
長
の
次
に
登
壇
し
た
、
塩
崎
厚
生
労
働
大

臣
は
、「
少
子
高
齢
化
が
進
み
労
働
力
不
足
が
起

こ
る
の
で
、
女
性
の
労
働
力
が
必
要
だ
…
…
」
と

の
挨
拶
は
、
ひ
ど
い
内
容
で
、
こ
の
程
度
の
厚
生

労
働
大
臣
か
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

１
、
公
的
年
金
の
規
模
と
役
割

公
務
員
の
共
済
年
金
を
含
む

公
的
年
金
制
度
全
体
の
財
政
状

況
は
、
２
０
１
４
年
度
の
予
算

ベ
ー
ス
で
、
保
険
料
34
・
３
兆

円
に
対
し
、
給
付
は
53
・
９
兆

円
、
国
庫
負
担
は
１
１
．
９
兆

円
で
、
不
足
分
を
年
金
積
立
金

（
１
５
４
．
５
兆
円
）
の
運
用

で
賄
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
の
積
立
金
約
１
３
０
兆

円
を
管
理
・
運
用
し
て
い
る
の

が
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
で
あ
る
。

「明治維新という過
ち」日本はなぜ侵略
国家になったのか改
めて考え直す韓国　独立記念館入口（右下は人物）

勿論、日退教も参加

参加者全景

第86回メーデー中央大会　代々木公園

「
年
金
積
立
金
運
用
の
動
向
と
課
題
」

―
―
地
公
退
・
自
治
退
合
同
幹
部
学
習
会
か
ら
―
―

２
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
と
は

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
厚
労
大
臣
か

ら
委
託
を
受
け
、
年
金
積
立
金

管
理
・
運
用
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
収
益
を
国
庫
に
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
厚
生
年
金
保
険

事
業
お
よ
び
国
民
年
金
事
業
の

運
営
の
安
定
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｇ

Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、
長
期
的
に
維
持
す

べ
き
資
産
構
成
割
合
（
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
）
を
定
め
、
こ
れ
を

適
切
に
管
理
す
る
な
ど
、
安
全

か
つ
効
率
的
な
運
用
に
努
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

３
、	

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と

そ
の
変
遷

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
、「
長
期
的
な

観
点
か
ら
安
全
か
つ
効
率
的
な

運
用
」
を
行
う
た
め
、
各
資
産

を
組
み
合
わ
せ
た
資
産
構
成
割

合
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
割
合

は
次
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
る
。

２
０
１
３
年
６
月
７
日
現
在

で
、
国
内
の
債
券
60
％
・
株
式

12
％
、
外
国
の
債
券
11
％
・
株

式
12
％
、
短
期
資
産
５
％
（
国

内
77
％
・
外
国
23
％
）
だ
っ
た

も
の
が
、
２
０
１
４
年
10
月
31

日
に
は
、
国
内
の
債
券
35
％
・

株
式
25
％
、
外
国
債
券
15
％
・

株
式
25
％
（
国
内
60
％
・
外
国

40
％
）と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
更

は
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
８
人

の
学
識
経
験
者
な
ど

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
運
用
委
員
会

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

４
、	

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
変

更
の
問
題
点

①
年
金
給
付
の
貴
重
な
財
源

で
あ
る
年
金
積
立
金
の
運
用
を
、

被
保
険
者
の
利
益
の
た
め
で
は

な
く
、
政
権
の
「
経
済
成
長
」

政
策
遂
行
の
た
め
の
変
更
で
あ

る
こ
と
。

②
安
全
資
産
と
さ
れ
て
き
た

国
内
債
券
の
比
率
を
大
幅
に
下

げ
る
一
方
で
、
国
内
外
の
株
式

の
割
合
を
大
幅
に
上
げ
、
リ
ス

ク
性
資
産
割
合
を
高
め
た
変
更

で
あ
る
こ
と
。

③
保
険
料
の
拠
出
者
で
あ
る

労
使
や
国
民
に
対
し
、
納
得
の

い
く
説
明
が
な
い
ま
ま
の
変
更

で
あ
る
こ
と
。

こ
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
損
失

実
績
（
約
９
・
１
兆
円
）
を
は

る
か
に
上
回
る
損
失
発
生
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、

複
数
の
専
門
家
が
そ
の
額
は

「
年
間
の
保
険
料
水
準
に
匹
敵

す
る
30
兆
円
規
模
で
あ
ろ
う
と

指
摘
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
運
用
委
員
８
名
の

中
で
、
連
合
推
薦
の
菅
家
委
員

た
だ
一
人
が
反
対
票
を
投
じ
た
。

�

（
柴
）

講
師
：
連
合
総
合
政
策
局
生
活
福
祉
局
・
照
沼
光
二

「
年
金
積
立
金
は
だ
れ
の
も
の
？　

私
た
ち
の
年
金
が
危
な
い
!!
」

～
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）の

　

運
用
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
組
織
運
営
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
～

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
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◆ 

編
集
後
記 

◆

友
人
の
f
a
c
e 

b
o
o
k
に
「
少
し

見
直
し
ま
し
た
。『
知
っ
た
か
お
じ
さ
ん
』
と

は
も
う
言
い
ま
せ
ん
」
と
の
記
述
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
池
上
彰
氏

が
、
4
月
24
日
付
の
朝
日
新
聞
朝
刊
に
掲
載

さ
れ
た
自
身
の
コ
ラ
ム
「
新
聞
な
な
め
読
み
」

で
、
自
民
党
が
テ
レ
ビ
朝
日
の
「
報
道
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」と
N
H
K「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」

で
事
実
で
な
い
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
と
し
て
、

両
局
の
幹
部
を
呼
ん
で
事
情
聴
取
し
た
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
「
自
民
こ
そ
放
送
法
違
反

で
は
」
と
疑
問
を
呈
し
た
記
事
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
は
「
報
道
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
元
官
僚
、
古
賀
茂
明
氏
が

「
菅
官
房
長
官
を
は
じ
め
、
官
邸
の
み
な
さ

ん
に
は
も
の
す
ご
い
バ
ッ
シ
ン
グ
を
受
け
て

き
た
」
な
ど
と
発
言
し
た
こ
と
と
、
N
H
K

の
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
で
「
や
ら
せ
」

が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

さ
ら
に
、
コ
ラ
ム
の
冒
頭
、「
こ
れ
が
欧
米

の
民
主
主
義
国
で
起
き
た
ら
、
ど
ん
な
騒
動

に
な
る
こ
と
や
ら
」
と
書
き
出
し
、「
言
論
の

自
由
・
表
現
の
自
由
に
対
す
る
権
力
の
あ
か

ら
さ
ま
な
介
入
で
あ
る
と
し
て
、
政
権
基
盤

を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
件
に
な
る
は
ず
で

す
」
と
厳
し
く
指
摘
し
た
。

ま
た
、
こ
の
コ
ラ
ム
と
は
別
に
4
月
28
日

付
の
同
紙
で
、
ド
イ
ツ
有
力
紙
の
元
東
京
特

派
員
が
今
月
、離
任
に
際
し
て
書
い
た
「
告
白
」

記
事
が
報
じ
ら
れ
た
。
昨
年
来
、「
日
本
の
外

務
官
僚
た
ち
が
、
政
権
の
批
判
的
な
記
事
を

大
っ
ぴ
ら
に
攻
撃
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
寄
稿
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

外
務
省
の
抗
議
が
ド
イ
ツ
本
社
の
編
集
者
に

ま
で
及
ん
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
政
権
批
判
を

一
切
許
さ
な
い
「
裸
の
王
様
」
が
率
い
る
こ

の
体
制
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
？�

（
中
）

����������������������������������������������������

条
約
締
結
50
年
そ
し
て
朝
鮮
王
朝
第
26

代
高
宗
王
の
妃
で
あ
る
明
成
皇
后
（
閔

妃
）
を
日
本
人
ら
が
暗
殺
し
て
か
ら

1
2
0
周
年
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。日

本
は
1
9
4
5
年
、
無
条
件
降
伏

の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
け
入
れ
、
20

年
後
の
1
9
6
5
年
に
は
韓

国
と
の
間
に
不
十
分
な
が
ら

日
韓
条
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
1
8
9
5
年

10
月
8
日
の
明
成
皇
后

暗
殺
に
つ
い
て
は
、
政

府
・
国
会
そ
し
て
司
法

も
謝
罪
す
ら
し
て
い
な

い
状
況
が
1
2
0
年
間

も
続
い
て
い
ま
す
。

1
9
1
0
年
に
日
本

は
朝
鮮
を
植
民
地
に
し

て
、
1
9
4
5
年
の
敗

戦
に
よ
っ
て
朝
鮮
は
解

放
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
敗
戦
後
、
東
西
冷

戦
、
米
国
の
政
策
転
換
、

朝
鮮
戦
争
等
に
よ
っ
て
、

河
野
談
話
や
村
山
談
話

ま
で
謝
罪
も
せ
ず
に
、

無
視
す
る
態
度
を
と
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、

第
1
回
東
ア
ジ
ア
研
修
旅
行
は
、

2
0
1
4
年
10
月
、
中
国
の
西
安
を
中

心
に
中
国
の
人
た
ち
と
の
交
流
と
、
3

つ
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
を
、
初
め
て

「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
で
呼
び
か
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
、
敗
戦
70
年
、
日
韓

第
2
回
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
旅
行

　
　（
10
月
6
～
9
日
、
3
泊
4
日
　
韓
国
）

朝
鮮
に
対
す
る
日
本
の
侵
略
を
学
ぶ
旅

参
加
者
募
集
中

現
在
の
安
倍
晋
三
首
相
に
も
色
濃
く
表

れ
て
い
ま
す
。
日
退
教
は
、
多
く
の
会

員
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
き
、
植
民
地

の
記
録
・
記
憶
を
ま
な
び
、
現
政
権
に

批
判
を
し
な
が
ら
、
真
の
友
好
関
係
を

模
索
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

今
回
は
、
左
記
の
日
程
で
実
施
し
ま

す
が
、
見
学
場
所
の
説
明
は
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
、参
加
希
望
者
は
、フ
ァ
ッ

ク
ス
（
０
３

－

5
2
7
5

－

2
0
8
1

〒
、
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
を
記
載

し
て
下
さ
い
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
正
式
な
申
込
書
、
資
料
な
ど
は
、

7
月
に
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
7
月

発
行
の
「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
第
61
号
に
も

掲
載
し
ま
す
。

月日 都市 スケジュール
2015
10/6
（火）

羽田
関空

福岡

東京組　アシアナ航空にて、金浦空港へ
関空組　アシアナ航空にて、金浦空港へ
福岡組　アシアナ航空にて仁川空港へ
・安重根記念館・西大門刑務所・西大門独立公園
・景福宮・閔妃暗殺場所・柳寛順の像

10/7
(水）

全州

ソウル

・天安の独立記念館　※3面に写真
・ナヌムの家(日本軍「慰安婦」歴史館)
・伝統芸能の鑑賞（貞洞劇場、伝統芸能専用劇場）

10/8
（木）

ソウル
南楊州

・東九小学校訪問・参観　李方子墓参
120周年「忌辰祭（法要）」12：00 ～ 13：00
・浅川巧共同墓地
・タプコル公園
・仁寺洞（ショッピング街）
・夕食交流会（洪陵奉香会）

10/9
（金）

ソウル
羽田
ソウル
関空
ソウル
福岡

・「戦争と女性の人権博物館」
・国立博物館・昼食
東京組　アシアナ航空にて、金浦航空より羽田へ

関空組　アシアナ航空にて、金浦航空より関空へ
福岡組　アシアナ航空にて仁川空港より福岡へ

景福宮全景、一番奥（右上）に明成皇后が暗殺された乾清宮がある

ココ


